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【
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
】

ぎ
ょ
さ
い
の
共
済
金
額
（
契
約
額
）
は
、
根
室
地
区
で
が

ん
ば
る
漁
業
終
了
に
よ
る
復
活
加
入
、稚
内
地
区
で
新
規
加
入
、

釧
路
・
根
室
地
区
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
あ
り
、
根
室
・
稚

内
の
二
地
区
で
は
前
年
度
よ
り
一
億
二
千
万
円
増
加
し
ま
し
た

が
、
補
償
水
準
（
共
済
限
度
額
）
の
低
下
や
休
漁
・
廃
業
に
よ

る
減
少
も
あ
り
、
全
道
集
計
で
は
前
年
度
よ
り
五
百
万
円
減
の

八
十
八
億
三
千
五
百
万
円
、
積
立
ぷ
ら
す
（
漁
業
者
積
立
額
）

は
一
百
万
円
減
の
一
億
三
千
八
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

【
秋
さ
け
定
置
漁
業
】

ぎ
ょ
さ
い
の
共
済
金
額
は
、
小
樽
・
室
蘭
・
釧
路
・
根

室
・
北
見
・
稚
内
地
区
で
、
近
年
の
来
遊
不
振
が
影
響
し
補

償
水
準
が
低
下
し
た
こ
と
や
休
漁
等
に
よ
り
前
年
度
を
下
回

り
、
一
部
の
地
区
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
等
が
図
ら
れ
ま
し
た

が
、
全
道
集
計
で
は
前
年
度
よ
り
二
十
億
七
百
万
円
減
少
し
、

三
百
四
十
五
億
六
千
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
積

立
ぷ
ら
す
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
強
度
資
源
管
理
に
よ
る
払
戻
判
定

額
の
下
げ
止
め
が
前
年
度
同
様
措
置
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り

七
億
八
百
万
円
増
加
し
、三
十
五
億
八
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
上
半
期
、
大
宗
漁
業
の
加
入
（
速
報
値
）
が
ま
と
ま
る

さ
ん
ま
棒
受
網
・
秋
さ
け
定
置
・
ほ
た
て
貝
等
養
殖
で
加
入
実
績
減
少
、
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）
は
伸
長

本
年
度
は『「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進
全
国
運
動
」

-

「
ぎ
ょ
さ
い
」
で
安
心
「
ぷ
ら
す
」
で
万
全-

』

の
最
終
年
で
あ
り
、
全
道
各
地
区
に
お
い
て
加

入
推
進
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
上
半
期
の
大
宗

漁
業
で
あ
る
「
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
」、「
秋
さ

け
定
置
漁
業
」、
噴
火
湾
地
域
等
の
「
ほ
た
て
貝

等
養
殖
業
」
の
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
並
び

に
「
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）」
の
ぎ
ょ

さ
い
加
入
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
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【
ほ
た
て
貝
等
養
殖
業
】

ぎ
ょ
さ
い
の
共
済
金
額
は
、
渡
島
噴
火
湾
地
区
の
八

雲
町
漁
協
で
も
う
か
る
漁
業
終
了
に
よ
る
復
活
加
入
、

森
・
落
部
・
八
雲
町
・
長
万
部
漁
協
及
び
室
蘭
地
区
の

い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
で
契
約
割
合
の
引
上
げ
が
図
ら
れ

ま
し
た
が
、
近
年
多
発
し
て
い
る
へ
い
死
の
影
響
に
よ

る
補
償
水
準
の
低
下
や
休
漁
・
廃
業
等
に
よ
る
減
少
も

あ
り
、
全
道
集
計
で
は
前
年
度
よ
り
五
億
三
千
五
百
万

円
減
少
し
、
六
十
九
億
二
千
一
百
万
円
、
積
立
ぷ
ら
す

は
二
百
万
円
減
少
し
、
四
億
二
千
八
百
万
円
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

【
漁
業
施
設
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）】

漁
業
施
設
共
済
（
秋
さ
け
定
置
漁
具
）
に
つ
い
て
は
、

函
館
・
釧
路
地
区
で
休
漁
等
に
よ
る
減
少
が
あ
り
ま
し

た
が
、
北
見
地
区
の
斜
里
第
一
漁
協
で
新
規
加
入
が
あ

り
、
件
数
で
十
五
件
、
共
済
金
額
で
二
億
八
千
五
百
万

円
増
加
し
、
全
道
集
計
で
は
前
年
度
よ
り
件
数
で
十
一

件
、
共
済
金
額
で
二
億
二
千
万
円
増
加
し
、
三
百
十
八

件
、
四
十
八
億
九
千
一
百
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
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「
漁
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
に
」　
第
十
二
回

　
平
成
二
十
三
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漁
業
収
入
安
定
対
策
」（
ぎ
ょ

さ
い
＋
積
立
ぷ
ら
す
）
は
九
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
現
状
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
連
載
の
第
十
二
回
目
は
、
本
年
六
月
か
ら
北

海
道
信
漁
連
の
代
表
理
事
常
務
に
就
任
し
、「
ぎ
ょ
さ
い
・
積
立
ぷ
ら
す
」

北
海
道
推
進
協
議
会
の
委
員
と
な
ら
れ
た
須
崎
勝
則
氏
に
、
所
得
補
償
と

い
う
観
点
か
ら
制
度
の
意
義
と
効
果
、
そ
し
て
収
入
安
定
化
の
大
切
さ
を

本
道
系
統
の
信
用
部
門
を
担
当
す
る
立
場
か
ら
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
力
強
い
漁
業
経
営
づ
く
り
の
切
り
札

北
海
道
信
漁
連
　
代
表
理
事
常
務
　
須
崎
勝
則

　
私
が
育
っ
た
小
さ
な
漁
村
は
、
昆
布
漁
業
が

盛
ん
な
地
域
で
し
た
が
、
五
十
年
前
漁
業
者
の

暮
ら
し
は
豊
か
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昆
布
の
出
漁
日
に
は
小
学
生
は
学
校
を
休
み

昆
布
干
し
の
手
伝
い
を
し
、
お
父
さ
ん
た
ち
は

冬
は
各
地
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
ま
し
た
。

　
豊
漁
で
喜
べ
ば
価
格
が
暴
落
、
翌
年
の
繁
茂

に
期
待
を
す
れ
ば
流
氷
被
害
、
燃
油
の
高
騰
な

ど
漁
業
は
豊
漁
・
不
漁
、
価
格
変
動
、
自
然
災

　
信
用
事
業
に
お
い
て
は
、
漁
家
の
生
活
改
善
で
毎
日
わ
ず
か
な
貯
金
に
心
が

け
る
「
婦
人
月
掛
貯
金
」
か
ら
始
ま
り
、
不
漁
・
災
害
に
備
え
る
「
備
荒
貯
金
」

の
浸
透
を
経
て
、
全
道
漁
協
み
な
貯
金
運
動
へ
と
進
展
し
て
き
ま
し
た
。
全
道

の
漁
業
者
の
貯
金
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
協
系
統
金
融
機
関
の
信
頼
感

が
高
ま
り
、
そ
れ
は
や
が
て
漁
業
近
代
化
資
金
等
制
度
資
金
の
創
設
に
大
き
な

力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
六
十
回
目
を
迎
え
た
、
全
道
漁
協
み
な
貯
金
運
動
は
、
そ
う
し
た
先

人
の
方
々
の
努
力
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
運
動
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
一
方
、
漁
業
共
済
事
業
は
、
全
国
の
漁
業
者
が
総
力
を
挙
げ
て
一
大
運
動
を

展
開
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
「
漁
業
災
害
補
償
法
」
が
制
定
さ
れ
、
共
済
組
合

の
事
業
展
開
の
も
と
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
漁
業
者
の
経
営
安
定
に
大
き
く
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
燃
油
の
高
騰
等
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
更
な
る
所
得

補
償
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
「
積
立
ぷ
ら
す
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
漁
業
共
済
制
度
の
活
用
と
資
源
管
理
を
セ
ッ
ト
に
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
が

あ
る
こ
の
対
策
は
、
国
に
よ
る
補
て
ん
割
合
の
拡
充
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の

安
定
、
水
産
資
源
の
保
護
に
も
極
め
て
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
経
営
の
安
定
と
と
も
に
、
道
内
漁
業
者
の
長
年
の
課
題
と
な
っ

て
い
た
、漁
船
の
老
朽
化
と
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、「
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー

ス
事
業
」
の
創
設
よ
り
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
の
補
助
の
も

と
、
漁
船
を
資
産
と
し
て
取
得
す
る
リ
ー
ス
法
人
に
対
し
て
は
近
代
化
資
金
の

融
資
と
基
金
協
会
の
保
証
、
借
受
者
は
、
資
源
管
理
計
画
と
と
も
に
、
漁
獲
共
済
・

積
立
ぷ
ら
す
の
加
入
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
漁
業
者
と
行
政
・
漁
協
・

系
統
団
体
が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
更
に
継
続
し
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
漁
獲
共
済
と
積
立
ぷ
ら
す
の

加
入
促
進
は
、
系
統
組
織
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
唱
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

害
等
に
よ
り
、
極
め
て
収
入
・
所
得
が
不
安
定
な
職
種
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
不
安
定
な
経
営
を
、
相
互
扶
助
精
神
・
協
同
運
動
の
旗
の
も
と
、
漁
業
者
・

漁
協
・
系
統
団
体
が
一
丸
と
な
り
、
販
売
・
信
用
・
共
済
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
地
道

な
努
力
を
積
み
重
ね
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。




